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モ リア オ ガ エ ル 幼生の 皮膚に と り入れ られ た
t311

の 金 画

越 田 豊

大阪大学理学部生物学 教室

H召和 33 蚕碍 5　月　16　日　　受 領

　オ 冖トラ ジ 才 グ ラ フ ィ ［尸に よ っ て 検出 され る ア イ ソ ト ープ は ，

一
般 に組織 内 に 固定 され て 不溶性 とな っ た

も の に 限 ら れ る。著者 は前 に 両生類幼生 の 艮膚 に と ウ入れ ら れ た
ISII

の 大部分 が

1
，

エ タ ノ 冖ル で たや す く抽

出 され て し ま う こ とを見出 した （越 田 ，
1958）。組織 申 に と 吟入 れ られ た 可 溶姓

1311
に つ い て 定量的な知見

を得 る こ と は ， オ ートラ ジ オ グ ラ フ d 一を行 らた め の 資．料 と し て も重要 で あ る と思 わ れ る。

　こ こ に 報告す るの は ，
モ リ ア オ ガ エ ル 幼 生 に

悃 1 を と り入れ させ た時 ， そ の 皮 處内φ 町 の 可 穃性部分

と固定 され た 部分 に つ い て 計数 し た 結果 で あ る、

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　材 　料　 と　 方 　 法

．t 　y ア オ ・t
’
エ … 盆ゐ卿 勲 … μ・妙 ・ ・ a ・… 伽 ・ ・k・a ・・K ・一 ・ の 幼生 （後騰 期 ）a　 2・’…C1 ・・1

の
捌 玉（Nai ：

畷 罫
t4 ふ くむ 汲置水の 中で 24 時 間 飼 育 ，

ア
，
イ ソ ト冖ブ を ふ く ま ゐ 永 で 数 回洗 つ て 汚染 を とり

の ぞ い た 後 ， こ れ を 2 群 に 分 ち，
亅 群は た だ ち に 麻酔 し て 皮膚を は ぎ と つ た 。 他 の 1、群 は さ ら に 24 時 間 ア

イ ソ ト＿プ をふ くま ぬ 水中で 飼育後 ， 同 様 賑 膚 を は ぎ と つ た．2・Og 〔ほ ぼ 10 個体に 相 黝 をお の fO一の lo

m 切 無水エ タ ノ ール
，

エ タ ノ ー・レ ！・・ づ ル （S ・ i）・ ア 涯 ヴ 性 メ タ f ・・一・レ （ 
モ ニ ア 終 灘 i2 ％）で

順 次 黔 碍 聞ず っ 抽 出．し た 。 残渣 は 5％ −S　f　
・
；t　g

’
＆ （pH 　2，  ）：（

’
　24 時 間 （37℃）処 理 ， 遠沈 し て 上澄 を移 し

取 り， 齷 は 一  ・・ H に灘 した 瞳
1q2

塒 間 ・ 抽 蹶 緻 び羅 液蘭 数唖 前 殴 酵 れ蝿

が IOm ｝　 U な る よ う に 蒸発分 を補 つ て 後 ， そ の 中 よ りa・ の fO一の 0・5ml の サ ン プル を 4つ て乾 燥 ・
G −M 測

定 を行 つ t＝
。 計数 に ρ い て の 考 慮 は 原 Cl952）の 論文 に 従 っ 沁 ．

　　　　　　　
’
　　　　　

．
　　　　

‘
　　結　果 　　と

』
考 　察 　　　　　

”

　結果 は 第 蓬表 に ま と め た よ うに な る 。 ．　　．

． ラ フ 緒 鋤 に よ 夢 ジ 材 一 ド グ ラ フ 押 で は，標本製作 の 途中 に 礁 髏 ；鉱 る抽 出は不 可避 で あ

L），
こ の 間 に 失 わ れ る部分 に つ い て は あ ま り老 察 され て い な い 。 こ れ が どの 位 に 達す るか を 知 るfcめ に ζ の

実験 を行 つ た が ， 綻果 は い わ ゆ る 可 落性部分が 意外 に 多 い こ とが 見 出され た 。 しか し 蛋白に と り入れ られ て

固定隷 た もの ，　 S・ よ び メ フ ニ ン M吩 に と り入 れ ら れ た も の 購 間 が経 つ 縦 つ て 増 加 す る し ・ 可 盤 の

・311e
，
、
＿ueと リフ、れ ら k る とか な りまく頗 中に 保持 され て 紳 ・

24 時 鰍 で も 8鰯 は残存 し て い る こ と

が 示 され た ． こ の 鶏 で は 5 フ ラ ク シ 。 ン 紛 けた が ，
エ タ ノ ール 1エ ーテ ・レ抽 出は リボ イ ド部分 と共 に 抽

出 さn る も の tcつ い て ， ま た ア ン モ ニ ア 性 メ タ ノ ー−nyル 抽 出 は ブ テ リ ン 系化働 の 抽 出 に伴 つ て 出 て 来 る もの

に つ い て 注 目す るた め に行 つ た 。
ζ れ ら E つ の フ ラ ク シ ヨ ン は 前報 の 剣 皮 標本 に つ い て 行 つ た 実 験 と 灣応

さ せ る た め で あ り， blk標本 に つ い て 得 f・rc果 は す べ て ・ の 第 4
， 第 5 の ク ラ ク シ ・ ン に ふ くまれ る部 分 の

t311
に 関す る もの で あ る と い え る。

　こ の よ うな フ ラ ク シ ョ ン に ふ く まれ る
i311

の 生理的意義 ，
メ ラ ＝ ン 部分 お よ び 蛋 白 消化液の 中 に ふ くまれ

る
n31 が ， は じ め の 3 つ の 万 ク シ 。 ン か ら徐 ・ rcと り入 t・b2Lて 行 くもの で あ るか 嫁 燃 甲状 腺系 を経

て と り入 れ ら れ て 行 く もの で あ るか ICつ い て は 今後 の 検討 を 要 す る 。 イ モ リの 成体 に つ い て 行 つ た 予嬾笑験

模 国放射｛瞠 セ ン タ r −rw． ・．・IN チ オ艦 ソ ー舛 に キ ャ 野 一ヴ 卯 で Na13置1 雄 む ・ pH 　fi−lc， 全

　固形物 く0，5mg ！ml ，
α 活性 な し∫有機物 な し。　　　

’
　　　　　　

． ’
　　　　　　　　　 、

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 （ 1 ）
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Tab ！e
　L 　 Am ・   … fR ・dl。1。di・ ・ 三・ Fl・・ F ・a 酒 ・… f・Ski・ 御 9〕

　　　　　　　　　　。fR 加 卿 厭 ・5L ・ ・ v 。6．
’

（　玉　）　　　Eth 跏 01 　extract

（2 ） Ethan ・聖1ethe・ cxtract

（3 ）　A 鵬 皿 oniacal 　 me 霊hanol　extract

（4 ）
趨

・ema − f 呻 ・in・・・・… d

（5

驫 豁舗
d ’n

．
N ／5Na °U ｝

loβ50士 ！】ヰ

　 284士 　23，4

　 574士 　28，5

　 94± 22．6

正63 士
’
25．7

90．3　 12

．55

．0　．

O．82

”‘

　i

8 ，侭44 ニヒ106

　 374士 　27、5

　 229士 　18．9

　285士 　26，7

350 二辷 32．7

86．64
．02

、53
．1

3．8

Total 11 ，463 士 2饕6 且oo 9，280 ± 2！2 】Oo

一

で 桐 様 の 纈 ミ猷 られ て い る ・ た だ し ζ の 場合は 幼生 曝 な つ て 噸 の 灘 層 が 駅 ，

・
し た が つ て 蛋蜘

分 力糟 鮒 る ・ とが 考 筋 れ るが・結果 は は た し て モ リア 赫 工 ・ レ 幼 生 の 場合に く らべ て 第 、 の 万 ク 酒
ン の 値獣 きか っ た・第 吻 万 ク シ ・ ン の 値 は小 さか っ た が ．と り入 紡 継 全

1 ・1・ の 7・％ 以上 嗣 溶

性都分 に ふ くまれ て い た。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要 　　　　　　　約

　（1 ） オ r・一トラ ジ オ グ ラ ス ィ ーを行 うた め の 基磯的 な資料 の 1 つ と し て
．

t311
を と り入 れ．させ feモ リア オ

ガ エ ル 幼生 の 皮膚 か ら・ 標本製作 の 途中 で 失 わ n る ア イ ソ トープ の 量 を測定 し た n

（2 ）一翻 ・ 一ル
・

エ タ ・ 一・レ ノエ ーテ ル ・ア 涙 ニ ア 脚 タ ・ 一・剛 歟 に 黜 す る と，

t・1、． e と tl．M
させ f‘i後 の 幼生 の 鵡 で は 蹶 しfe　1311 の う ちの 細 ％戸 ・・1 処繊 2塒 間の幼生で 眺 93％ 醐 出
され た ・L た が つ て 融 部分 に 保持軌 て オ ー FV ジ オ グ ラ フ ・ 戒 あず か る とrg・P．・bke 　

i3i
・ 臆 外 に 少

量 で あ る こ とが示 され た。

（3 ）
− StNncに と り入妨 れ た 131

玉 は ・ 処畷 2鱒 齣 間繝 2％ しか 失 糠 て い な か つ た 。
黝 か わ ら．醐 鱒 と御鬮 獺 い た 佐藤磐根教授 お よびN 姉 次蠍 携 な ら び 跚 究室筋 。 に 舷

り御礼申上 げ る。

夊 献

原 窒 之
’52 生鯛 三態 ・・5・・ 31・ K ・・Lid・

，　Y ．関 A   。ta．　Z ・・］．．」。P．，．31， 3．

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 R6sum 絶

　　　　　　　　On 　the　Fractionation　of　Radloiodine 圭n　the　Skin　of ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 R 舳 α 〜助 ・ 禰 Larvae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y 血taka 　 KOSHIDA

　　　　　　　　　P・卿 m ・n ・ 。mbl 鄂 寧・uk取 ρ
f　S・i・鵬 鳳 ・ U ・ i・e ・議y

，纛 1灘罵謙 認
hl

飆 蠶轡
蜘 蜘 ま6軸 ゆ 騨 噸 t…
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　　Th。 曲 wa ，
　fl。k。d 。三重h。， 蜘 m 。dl。tdy ・ft・田 d芟・1・di・・ 霊… 重m ・・ t　G ）… ft・・ th・ ・ nim ・1　 h ・d　 been

1。ft　f。。 24．h 。 ur ， 三轟 i。 a 、、i。。
　x。ate 。   ．　 Th ・ fl・k ・d ・ki・ （2．09 ）wa ・ e ・ t… t・d ・・ucce ・・i・・ 「y　by ・亡h・n°1・

。 th。 。 。 iノ。th ・… d ・mm ・ ・i… lm ・than 。l　and ・thc … 量du ・ w ・・ dig・・t・d　by　pe画 ・

　　It．“
’
a ，　f。 und

　th。， 。 。。 n ，ld。，ab 董e　am ・ unt ・f・ raai ・1。di・・− 97％ i・ （亘）a 」id ・93％ i・ 〔2）− h・d　be  置゚ st

・
d 。 ，i。 g　the 　 su ＿ ・ive … rac ・i… ． B ・y・・d 。・ ・ 6・p・・… 1。胴 ・di。 1・di・ ・ w ・・ b・t　 li・tl・　 i・f’　 in　‘he　 sk 三n

P 呷 。，・d・ f・， au ・… di。 9 ・ aphy ，・h ・・gh ・h・ ・ m ・ un ・ wa ・ − gh ・・p ・b！・ ・f ・… …t臨 g　the 伽 5・

会 記 　1

中国 四 国支部広 島例会

　昭 和 33 年 6 月 28H ， 広島大学瑤学部 で 行 わ れ た 。

講 　　演
’1） カ ， 智 融 駐 期 の 形斷 習性 か らみ た 亜 勘 類縁闢係 （予 報）沖 村 慎 吾 （鷓 ’嫡 中｝

2） 嚇 慟 槭 熱断 の 雕 ＿  ＿ 一 ．一 …・一 ・・一 …・・・…一 ・・山課 華 信 （鵡 麒 短大）

中国 四 国 支部鳥取例会

　昭知 33 年 7 月 6 目 ， 鳥取県倉吉市保 育 専 F『騨 で行 われ た 。

講　　演

　1） 中海 の 遺賑群集 ．＿ ，．＿ ・．・…『・・・………・・…・・……・一 …・r……・幽」・……高 橋

2） け ギ養髄 の 水か わ ll．の sus と赤潮rc，s る灘 とρ緲 性 ∴
・一 ・岸 岡

S） メ 勘 の 醐 性 に つ い て O ．
−t 考察 ・……一 一 一 一 ・

コ
……一 ・・…・…fi 橋

　4 〕 個体群 の 週期活動 ，＿＿ ．．．．…P・…昌
，
……………・…・…・……・…・…・・…〜．・W「．藤 　芳

稔 く米 子 ・ 第 二 中）

務 （米子 ・弓浜 中）

稔 ．（米
．
子 ・第 二 中）

典 （鳥大 ・学芸 ・生）

（ 3 ）
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